
 

 

 

 

 

 

言葉は力 
 もうすぐ１２月です。２学期も残り１か月を切りました。同時に２０２２年も残すところあと１

か月ということになります。 

本日６時間目には２学期の振り返りをしますが、ぜひ年末にかけて１年間の振り返りもして

みてください。この一年間皆さんの心に大きく残ったことは何ですか？振り返るという行動は

大切です。なぜなら次への一歩になるからです。今日の６時間目は３学期につながるように、

あらゆる視点から振り返ってみてください。 

さて、年末が近づくとユーキャン新語・流行語大賞が発表されます。今年ノミネートされた

30 語はすでに発表されました。「きつねダンス」「大谷ルール」「こども家庭庁」「知らんけど」

「ＳＰＹ×ＦＡＭＩＬＹ」「青春ってすごく密なので」…などです。 

今年の言葉ではないのですが、数年前ノミネートされた言葉の中に「え？」と思う言葉がノ

ミネートされたのを思い出しました。「（保育園落ちた）日本死ね」です。 

 この言葉の入賞にネット上では批判が続々出ました。タレントのつるの剛士さんも「こんな

汚い言葉に国会議員が満面の笑みで登壇、授与って。なんだか日本人としても親としても僕は

とても悲しい気持ちになりました。」とコメント。審査員の一人であった歌人の俵万智さん（国

語の短歌の授業で出てきました）が選んだと思いたくないという声もたくさん挙がり、俵さん

ご本人がツイートされました。 

「『死ね』が、いい言葉だなんて私も思わない。…でも、その毒が、ハチの一刺しのように効

いて、待機児童問題の深刻さを投げかけた。世の中を動かした。そこには言葉の力がありまし

た。…お母さんが、こんな言葉を遣わなくていい社会になってほしい。」（中略あり） 

 皆さんはこの一件をどう思いましたか？ 

 待機児童問題は未だに深刻です。働かないと生活できない→子供を預けないと働けない→預けた

いのに、保育園等が空いていない→預ける場所がなくて働けないといった人が多くいる状況は、切

実で早急に対策が必要な問題です。そういった視点からすれば、多くの人が自分の国や街の在り方

に問題意識や関心をもつという効果を生みました。 

しかしながら、「死ね」という言葉自体は、おわかりの通り言葉の暴力です。とはいえ、最近「死

ね」という言葉は軽く使われているような気がします。テレビ等の影響もありそうですが、ツッコミ

みたいな感じで使っている人も正直いるでしょう。しかし、だからこそ皆さんには「言葉を使う力」

を身につけてほしいと思います。日本語にはたくさんの表現があります。「死ね」のような、相手や

その場を暴力的におとしめなくても、怒りや悲しみやツッコミなどの感情を伝える方法はたくさん

あります。簡単に言葉を選ばずに、もっと自分の感情にあった言葉を使うために、探して、増やして、

表現していってほしいと思います。よい言葉も悪い言葉も知ったうえで、自分で選んでいく―そん

な力をつけてほしいです。言葉は人の思いと共にあるものですから。 
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←図書室ある本です。「翻訳できない 世界のことば」 

 世界には翻訳できない言葉がたくさんあるそうです！例えば、red

＝赤のように訳すことができない言葉を指します。日本語からは「こ

もれび」などが入っています。日本語特有の言葉ということですね。

多目的室にも来週置いておきますので見てみてください！ 



 学年の先生のつぶやき          ～今週は小野先生より～ 

 １１月２３日（水）に、野球部の大会の試合が控えていました。しかし、天気は雨で中止。２６

日（土）に延期になりましたが、その日は半年前から決まっていた親戚の結婚式。残念ながら試合

に顔を出すことができなくなってしまい、強豪校と戦える貴重な機会だっただけに本当に残念で

す。 

自分は「雨男」だと信じています。皆さんは「雨男・雨女」もしくは「晴れ男・晴れ女」だと考

えたことはありますか。気になったので調べてみると、予想通り「雨男・雨女」に科学的な根拠は

ないので、雨の降る確率は誰でも同じであることがわかりました。では、なぜ人は「雨男・雨女」

と思い込んでしまうのでしょうか。それは、心理的な要因が大きな理由で、自分にとって大切な

日に雨だった経験が続くと「自分は雨男・雨女なのでは？」と疑問がわき、「大切な日に雨が降っ

た」ことを強く記憶に残すそうです。逆に「大切な日に晴れた日」のことは「自分が雨男・雨女」

であることを否定する結果になるので、無意識に記憶に残らないようにしていると考えられます。

また、とても楽しみにしていた日や試合の日だと、その日の出来事に加えて、様々な情報が関連

付けて記憶されるので、雨や晴れ、寒い・暑いといった環境と結びつくことで強い記憶として定

着するみたいです。 

 昨年度の川越での校外学習は、曇りの予報でしたが雨が降りました。５年前に担当した都内巡

りでは、大雨で極寒の中、生徒が班行動をしていたことが印象に残っています。果たして、今回の

都内巡りはどうなるのでしょうか。ちなみに、東京で晴れの日が一番多いのは、１月で約７０％

だそうです。あくまでも確率ですが。 

 

＜来週の予定＞ 

11/28 (月) ①学活⇒総合 校外学習 きまり討議 

昨年の校外学習のきまりを踏まえて、校外学習を成功させるために必要なき

まりを考えていきましょう。 

11/30（水）脊柱側彎モアレ検査該当者のみ検査です。 

⑤道徳 2学期の道徳の振り返り、ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ2学期の振り返り 

 

12/1（木)～ 三者面談のため、給食あり⑤⑥カット  

      以前お配りした予定のお時間にお越しください。 

12/2（金)～ ④総合 校外学習 係会 

 係会で自分の係の仕事・役割をしっかり確認して、班員それぞれが自分の係に

責任をもって取り組み、班のメンバーを支えられるようにしましょう。自分の役

割を果たしていくことが、自分の成長につながります。 

日 曜 給食 1 2 3 4 5 6 学校行事等 

28 月 ◯ 学 ◯ ◯ ○ ○ ○  

29 火 ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ○  

30 水 ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 道  脊柱側彎モアレ検査 

1 木 ◯ ○ ○ ○ ○ × × ⑤⑥カット 三者面談 

2 金 ○ ○ ○ ○ 総 × × ⑤⑥カット 三者面談 

3 土         


